
━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━  

■  IICLO MAGAZINE NO.157-------------------------------- 2023/9/20 

    ★★★  大阪国際児童文学 振興財 団  メールマガジン  ★★★  

-------------------------------------------------------------------- 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━  

夕 暮 れ が 日 に 日 に 早 く な り 、 少 し ず つ 秋 の 気 配 も 感 じ ら れ る よ う に な っ て き

ました。現在 会員登 録数 4,174 人さま。 次号は 10 月 20 日発行の予定です ／  
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【１】お知ら せ  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●  イタリアの絵本 作 家フランチェ スカ・ サンナさんが 来日さ れます  

当財団では、 国際講 演会とワーク ショッ プを開催しま す。  

参加申込受付 中！  会場：大阪府 立中央 図書館  多目的室  

◇国際講演会 「イタ リアの絵本作 家フラ ンチェスカ・ サンナ  自作を語る」  

10 月７日（土） 13： 30～ 16： 00 定員 60 人、参加費 1000 円  

通訳：松下宏 子さん （関西大学ほ か非常 勤講師）  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#sannarec 

◇ ワ ー ク シ ョ ッ プ 「 イ タ リ ア の 絵 本 作 家 フ ラ ン チ ェ ス カ ・ サ ン ナ さ ん と 絵 本

をつくろう！ 」  ※ 通訳付き  

 10 月８日（日 ） 13： 00～ 16： 00 小学生対象、定員 30 人、 参加費 500 円  

 http://www.iiclo.or.jp/03_event/01_kids/index.html#sannaws 

 

●「第 154 回日本児 童文学学会  関西例会 」  

ラウンドテー ブル「 日本における 中国児 童文学の翻訳 」  他 、研究発表  

日  時：９月 30 日（土） 13： 00～ 16： 15 

会  場：大阪府立中 央 図書館  多目的室  定 員： 60 人  参加費： 無料  

主  催：日本児童文 学 学会  関西例会  （ IICLO 共催）  

詳細・お申し込み は→  Peatix https://jidobungakukr230825.peatix.com/ 

 

●  講演会「中由美 子 と中国児童文 学の世 界」  

中 国 児 童 文 学 翻 訳 者 で あ る 中 由 美 子 さ ん の お 仕 事 を 振 り 返 り 、 中 国 語 圏 児 童

文学の魅力に ついて 語り合います 。  

日  時： 11 月 26 日（日） 13： 30～ 16： 00 

会  場：大阪府立中 央 図書館  多目的室  お よび  オンラ イン  

登  壇：秦文君さん（ 作家、中日児童文 学 美術交流中心 会長）他  ※通訳付き  

定  員：会場 60 人、オンライン（ Zoom） 100 人  参加費： 1000 円  

主  催：日中児童文 学 美術交流セン ター、 中国児童文学 研究会 、 IICLO 

詳細・お申し 込みは →  Peatix https://nakayumikorec.peatix.com/ 
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●  寄付金を募集し て います  

当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

ます。寄付金は、当 財 団が行う講座・講 演会 など、さまざまな 事業 経費に充て

させていただ きます 。ぜひ、ご協 力いた だきますよう お願い します。  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html 

※ Syncable（ シ ン カ ブ ル ） ＝ 継 続 寄 付 （ 毎 年 ／ 毎 月 ）、 単 発 寄 付 が 選 べ ま す 。 

→  https://syncable.biz/associate/19800701/ 

 

●  YouTube「大阪国 際児童文学振 興財団  公式チャンネ ル  IICLO」  

https://www.youtube.com/@iiclo1196 

公開内容一覧 は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html 

 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 
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【２】コラム  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

***************************************************************** 

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Takeo's Talk 

***************************************************************** 

『けものみち のにわ 』  水凪紅美 子 /作  げみ /絵  ＢＬ出版  2023年 9月  

対象年齢：小 学校高 学年以上  

 

＊今回のゲス トは当 財団理事長の 宮川健 郎さん（Ｔ） です。  

 

あらすじ：小 学５年 生の風花は、 おじい ちゃん子。お じいち ゃんは、「 けも

のみち」があ る林に 近い家に一人 で住ん でいて、風花 は、春 休みの３月か

ら次の年の２ 月まで 何度もおじい ちゃん の家を訪れて 、けも のみちから来

たちいさい人 に出会 ったり、白と 黒のま だらのカラス の化身 のような少女

に出会ったり 、月の 虹を見たりす るなど 、不思議な体 験をす る。また、霊

感が強いと言 ってい る朱里（じゅ り）と の友だち関係 も描か れ、けものみ

ちとかかわる おじい ちゃんの子ど も時代 も明かされる 。  

 

Ｙ ： 日 常 が 描 か れ な が ら 、 不 思 議 な 世 界 の 中 で 漂 っ て い る よ う な 感 覚 を 抱 き

ながら読んだ 作品で した。これま でにな い読後感でし た。  

Ｔ ： 日 常 と 不 思 議 な 世 界 の 境 が す ぐ そ こ に あ る こ と が リ ア リ テ ィ を も っ て 描

か れ て い ま す 。 そ の よ う に 感 じ ら れ る た め の 手 つ づ き が 、 と て も 周 到 だ と

思います。  

  たとえば 、「 七月  祈り石」の章では 、主人公がおじ いちゃ んを除く家族

と 車 で お そ ば を 食 べ に 行 く 。 道 路 が 混 ん で い て 車 が 少 し 止 ま っ た た め に 、

お 供 え が い っ ぱ い さ れ て い る お 地 蔵 さ ん に 気 づ く 。 そ し て お 供 え 物 の 中 に

緑 の 石 が は ま っ た 指 輪 が あ っ て 気 に な る 。 こ の よ う な 自 然 な 展 開 の 中 で 、

次 の 日 、 霊 感 が あ る と 自 分 で 言 っ て い る 朱 里 ち ゃ ん が 風 花 に 、 マ ス ミ ち ゃ

んから誕生日 プレゼ ントとして緑 の石の 指輪をもらっ たこと を告げ、「後ろ

をだれかが、つい てく るような感じ がする」と言う。こんなふ うに 、日常に

ふっと不思議 が入り 込んでいくん です。  

Ｙ：一 文が短くて、視 点人物である 風花（「 わたし」）の 気づきが 重ねられた文

章は、ちょっ と詩を 読んでいるよ うな感 じもしました 。  

Ｔ：文 章は、あくま で も子どもの視 点で貫 かれています。た とえ ば、作品の中

で「けものみち 」と呼 ばれている道 をおじ いちゃんが説 明する ときに、本来

のけものみち、古道、廃道と比べな がら説 明していきま す。その ことによっ

http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html
https://syncable.biz/associate/19800701/
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て、この作品 のけも のみちが子ど も読者 にも確かにイ メージ できます。  

Ｙ：風花の夢 とかかわ った謎解きの 要素も あって、最後 まで読む と、それらが

明かされて、 ますま す不思議に感 じます 。  

Ｔ：子ども時 代に、あ るかかわりが あって、けものみちの 近くに 一人で住むこ

と を 決 意 す る お じ い ち ゃ ん も 、 そ ん な お じ い ち ゃ ん と い っ し ょ に 住 ま な い

という選択を しなが らも、おじいちゃ んの ことを思って いるお ばあちゃん 、

現実世界をし っかり 生きているお かあさ んなど、登場 人物も 個性的です。  

Ｙ：著 者の水凪さ んは 、「くじらす くい」と いう作品で「第 35 回  日産  童話と

絵本のグラン プリ」の童話大賞を 受賞さ れました（『くじ らす くい』たなか

やすひろ /絵  ＢＬ出 版  2019 年 12 月）。  

Ｔ：詩情の ある文章 に共通点を見 ます。「 くじらすくい 」のよ うな不思議が 重

ねられ、それに よって 、より深い物語 になっ た。人はどこか らきて どこへ帰

っていくのか わから ないという生 と死と いうテーマが 描かれ た点に、「くじ

らすくい」か らの充 実・発展を感 じます 。  

 

***************************************************************** 

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 97 回「まなづる と ダァリヤ」  

 教訓を拒む 物語  

 

〈 く だ も の の 畑 の 丘 の い た だ き 〉 に 、 赤 い 大 き な 花 を つ け た １ 本 の ダ ァ リ ヤ

と、２本の 黄色いダ ァリヤが咲い ていま した。〈 花の女王 〉に なりたい赤い ダ

ァリヤは、自 分の光で〈そこらが赤 く燃える よう〉な輝き をもたら したいと思

っており、黄色のダァ リヤはその美 を褒め そやしますが 、〈 だっ てつまらない

わ。誰もまだ あたしを 女王さまだと は云わ ないんだから 〉と、赤 いダァリヤは

満たされない 気持ち でいます。  

 

黄 色 の ダ ァ リ ヤ の 賞 賛 だ け で は 満 足 で き ず 、 赤 い ダ ァ リ ヤ は 星 あ か り の 下 を

か け て 行 く ま な づ る に も 繰 り 返 し 〈 あ た し ず い ぶ ん き れ い で し ょ う 〉 と 問 い

かけます。ま なづるは 、赤いダァリ ヤの美し さを認めてく れるも のの、通り一

遍 の 返 事 を す る ば か り で 、 む し ろ 向 こ う の 沼 の 方 の く ら や み に 〈 つ つ ま し く

白く咲いてい た一本 の白いダァリ ヤ〉に 声をかけ続け ます。  

 

そのうち、黄色な ダァ リヤが〈何か恐そ うに 顔を見合わせ〉て しま います。赤

いダァリヤに〈黒 いぶ ちぶち〉ができた ので す。その翌日には、赤 いダァリヤ

は〈ふらふ らしたう すぐろいもの 〉にな り、〈顔 の黄いろ に尖 ったせいの低 い

変 な 三 角 の 帽 子 を か ぶ っ た 人 〉 に よ っ て 手 折 ら れ て し ま い ま す 。 赤 い ダ ァ リ

ヤ は ぐ っ た り と な っ て 連 れ 去 ら れ 、 黄 色 の ダ ァ リ ヤ が 嘆 き 叫 ぶ な か 、 遠 く か

らかすかに赤 いダァ リヤの声が聞 こえる ところで物語 は終わ ります。  

 

美 を 誇 示 す る 、 自 己 顕 示 欲 の 強 い 赤 い ダ ァ リ ヤ と 、 我 を 出 さ ず 慎 ま し や か に

咲く白いダァ リヤ。両 者の対比が際 立ちま す。題名は「まなづ る と…」である

ように、まな づる（ 鳥）の存在も 気にな ります。  

 

しかし、みた び繰り返 される赤いダ ァリヤ とまなづるの やりと り（反復）の の

ち 、 最 終 日 に は ま な づ る も 白 い ダ ァ リ ヤ も 描 か れ る こ と は あ り ま せ ん 。 作 品

は、美を強調し誇示 す る〈赤〉ダァリヤと、慎ましく無色 の〈白〉ダァリヤを

対 照 的 な 構 図 と し な が ら も 、 最 終 的 に は 両 者 の 美 醜 や 善 悪 、 優 劣 と い っ た 教

訓物語として の枠組 みに収斂する ことを 拒んでいるよ うです 。  

 



ダァリヤや菊 の品評 会・陳列会に 、作者・賢治がたびた び参加 していたこと が

これまでに指 摘され ています。人 為的に栽 培され、観賞 用として 愛でられ（評

価され）、人間に よっ て連れ去られ る運命 の赤いダァリ ヤと、暗 い沼地で忘れ

ら れ た よ う に 咲 く 白 い ダ ァ リ ヤ 。 自 然 の 側 と も い え る 、 ま な づ る の 視 線 か ら

見えてくる美 の基準 は明瞭ですが 、結末を 見る限り、作 者は赤い ダァリヤ、黄

色なダァリヤ を描い て物語を閉じ ていま す。そこに透 けて見え るのは、紋（ 家

系、血統 、家柄、地位 ）という記 号を印され た者の行く末 であり、またその宿

命を負った者 の姿な のかもしれま せん。（ ペ吉）  

 

（本文の引用 は、筑摩 書房版『宮沢 賢治コレ クション５  なめと こ山の熊』に

よりました 。）  

 

***************************************************************** 

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ５１  

***************************************************************** 

 

お父さんとお 母さん は、「こま った、こまっ た」となげいて いまし た。でも、

心の中では、ぺちゃん このスタンレ ーを、ち ょっとばかり 、じまん に思っても

いたのです。  

弟のアーサー は、ス タ ンレーがうら やまし くてたまりま せん。ま ねをして、

ド ア の 下 を く ぐ ろ う と し ま し た が 、 頭 が ド ア に ご つ ん と ぶ つ か る ば か り で 、

ちっともうま くいき ませんでした 。  

 

（『ぺちゃ んこスタ ン レー』  ジ ェフ・ブ ラ ウン /文  トミー・ウ ンゲラー /絵  

さくまゆみこ /訳  あ すなろ書房  1998 年 12 月 p.10-13）  

 

ア メ リ カ の ニ ュ ー ヨ ー ク で マ ン シ ョ ン に 住 ん で い る ラ ム チ ョ ッ プ さ ん 一 家 の

ナンセンス物 語です。ある朝、寝て いるベッ ドに掲示板が 倒れて きて、下敷き

になったスタ ンレー は、厚さ 1.3 センチのぺちゃんこ になっ てしまいます 。

最 初 は と ま ど っ て い た ス タ ン レ ー は 、 ぺ ち ゃ ん こ を 楽 し み 始 め ま す 。 鍵 の か

か っ た 部 屋 を 自 由 に 出 入 り し た り 、 排 水 溝 に 落 ち た お 母 さ ん の 指 輪 を 拾 っ た

り 、 茶 封 筒 に 入 っ て カ リ フ ォ ル ニ ア の 友 だ ち の と こ ろ へ 会 い に 行 っ た り し ま

す。  

 

そ ん な お 兄 さ ん に 嫉 妬 を 抱 く の が 弟 の ア ー サ ー 。 自 分 も ぺ ち ゃ ん こ に な ろ う

と し ま す 。 そ し て 、 凧 に な っ て 空 を 飛 ん だ ス タ ン レ ー を ほ っ ぽ り 出 し て 忘 れ

てしまうなど、ひ ど いこともしま す。け れど、「ぺち ゃんこで いることが、い

や に な っ ち ゃ っ た 」 と い う ス タ ン レ ー の 悩 み を 聞 い て 知 恵 を 使 っ て ス タ ン レ

ーを元の姿に 戻しま す。  

 

「ぺちゃんこ 」という あり得ないで きごと を描きながら 、ここに は、兄弟関係

の あ り よ う が い き い き と 描 か れ て い ま す 。 年 上 の ス タ ン レ ー が 自 分 の で き る

こ と に 得 意 に な り す ぎ て 失 敗 し 、 真 似 ば か り し て い る 弟 が 自 分 ら し さ を 発 揮

するというこ とは、兄弟間ではよ くある ことだと思い ます。そして、「ぺちゃ

んこ」が読者に信じ ら れるウンゲラ ーの絵 が作品に魅力 を添え ています。（Ｙ ） 

 

***************************************************************** 

《４》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

西宮市大谷記 念美術 館で 10 月９日まで 開 催されている「 2023 イタリアボロー

ニャ国際絵本 原画展 」に行ってきまし た。「ボローニャ・チル ドレンズ・ブッ



ク フ ェ ア 」 で 毎 年 行 わ れ る 絵 本 原 画 コ ン ク ー ル に 入 選 し た 、 日 本 人 ５ 人 を 含

む 27 カ国・地域 の 79 作家の作品が展 示さ れています。 ５点１ 組の絵本原画

で審査されま すが、コロナ禍以降 、オン ライン応募と なり、過去最多の 91 カ

国・地域から 4,345 組もの応募が あった そうです。  

 

今回はあたた かい色 あいの作品が 多く選 ばれているよ うに感 じました。また 、

マ ン ガ の よ う な 線 で 細 か く 描 か れ た 作 品 も 多 か っ た よ う に 思 い ま し た 。 原 画

は 基 本 的 に ５ 枚 だ け が 展 示 さ れ て い ま す が 、 そ れ だ け で ス ト ー リ ー が 想 像 で

きる作品がた くさん ありました。  

 

リトケイ・ユリアン ナ（ハンガリー）の「の びて  のびて」は、植 えられたジ

ャ ガ イ モ の 生 長 と 地 中 や 地 上 の 生 き も の の 様 子 が 断 面 図 の よ う な 絵 で 緻 密 に

描かれていま した。マ ルク・マジ ュスキ（ フ ランス）の「チョウ チ ョウくん」

は 、 男 の 子 が 蝶 の 羽 を つ け て 飛 ぼ う と し て い る お 話 で 、 ア ク リ ル で 描 か れ た

緑の庭や花柄 のカー テンの部屋が カラフ ルです。アレ クサンド ラ・ルンデ（ ラ

トヴィア）の「もし も町でたった ひとり 、裸になったら？」の絵には、「ヌ ー

デ ィ ス ト ビ ー チ へ 行 こ う 」 と い う 絵 が 含 ま れ て お り 、 自 由 で 開 放 感 が あ っ て

いいなと思い ました。ユリヤ・ツヴェリチ ナ（ウクライナ）の「戦 争日記」は

ウクライナの 現実が 描かれていて 考えさ せられます。  

 

また、特別 展示のコー ナーには、「「視る」を 超えて－触っ て－「視 る」ボロー

ニャ展」とい うコーナ ーがあり、木 製の触察 パネルが紹介 されて いて、５作品

の １ 場 面 が 、 凹 凸 や 彫 っ た 線 な ど で 表 現 さ れ た 絵 を 触 っ て み る こ と が で き ま

した。  

 

い ろ い ろ な 国 の 作 家 の 絵 を 見 る と 、 世 界 が 広 が る よ う な 気 に な り ま し た 。 そ

し て 、 デ ジ タ ル 技 法 と 手 描 き や 版 画 が 巧 み に 融 合 し て い る 作 品 が ま す ま す 増

えているとこ ろが現 代的で興味深 いと思 いました。（Ｋ）  

 

西宮市大谷記 念美術 館  http://otanimuseum.jp/ 

 

***************************************************************** 

《５》  宮川健郎  私 の出会った児 童文学 者たち  第４ 回  

***************************************************************** 

第２章  前川 康男先 生と今西祐行 先生  

その１  『ヤ ン』  

 

童話雑誌『び わの実学 校』の校長は 、雑誌を 主宰されてい た坪田 譲治先生です

が、副校長は 、創刊 号からの編集 長の前 川康男先生（ 1921～ 2002 年）でしょ

う。母宮川ひろが は じめて投稿し た短編「たからもの」が第 16 号（ 1966 年 5

月）に掲載さ れたあと 、作品を見て くださる ようになった 今西祐 行先生（ 1923

～ 2004 年）は、母の 担任というこ とにな ります。私は 、子ど ものころから 、

今西先生に、 そして 、前川先生に もお目 にかかる機会 があり ました。  

 

この連載では 、「 思い 出話」を語 るだけで はなく、私 の出会っ た児童文学作 家

や評論家の仕 事に対 する考察や、さらには 、そこから、現代児童 文学史のとら

え直しも試み ます。 ご愛読くださ い。  

 

連載第２回（第１ 章  坪田譲治先 生  そ の２  『びわの実 学 校』）に、坪田先

生 の 若 い こ ろ の ペ ン ネ ー ム 、 坪 田 城 山 は ど う 読 む の か と い う こ と を 書 き ま し

たが、その後、「じ ょ うざん」だったこと がわかりまし た。坪田先生は、菅忠

http://otanimuseum.jp/


道との対談（『坪田譲 治童話全集』別巻『 坪 田譲治童話研 究』岩崎 書店 1971 年

所収）で、大 学を出 たころ、巖谷 小波を たずねたこと を語っ ています。  

 

「（小波に ―宮川注 ）「 それで君の号 は」と聞 かれて、学校 卒業して それほど文

学に熟達して いない ものだから、号、ペン ネームなんて もって いないのです 。

ち ょ っ と 考 え て み て も や っ ぱ り ペ ン ネ ー ム み た い な も の が あ る よ う で な い と

信用にかかわ ると思 って、譲治と いうのだ から、城山 (しろやま )と書いて「じ

ょうざん」と読むこ と にして、城山 (じょう ざん )と申しますと 言 ったのです。

そのころみん な号を もってました からね。そしたら「ああそ うか 、城山（じょ

うざん）とい うのか 」と。」（カッ コ内は ルビ）  

 

坪田先生は、巖 谷小波 にたずねられ て、とっ さに、かつて名 のって いた「城山」

という号を思 い出し たのでしょう 。  

 

対談の相手の 菅忠道 先生（ 1909～ 79 年）は、児童文化 ・児童 文学の研究者 で

す。  

 

こ の こ と を 注 に く わ え た 、 第 ２ 回 の 再 増 補 版 を つ く り ま し た か ら 、 デ ー タ を

更新します。  

 

＜本編はこち らから ＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html 

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●  安野光雅展  

会  期：９月 16 日（土）～ 11 月 12 日（日）  

会  場：あべのハル カ ス美術館  

主  催：あべのハル カ ス美術館、朝 日新聞 社、関西テレ ビ放送  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今 号 の コ ラ ム 《 １ 》「 こ の 本 読 ん だ ？ 」 で 紹 介 し ま し た 『 け も の み ち の に わ 』

をプレゼント します 。ご希望の方 は、プレ ゼント応募フ ォーム から、 (1)お名

前  (2)郵便番号・住 所  (3)電話番号  (4)メールアドレ ス、よ ろしければ  (5)

このメルマガ のご感 想をお書きの うえ  ご 応募ください 。  

応募フォーム ⇒  https://forms.gle/wTrFHBedaw4s3Bus9 

締切は 10 月 10 日（火）、当選発表は 発送 をもって代え させて いただきます ／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

コロナ禍で３ 年間の 休止のあと、 昨年は 思いもよらぬ 台風の ため中止とな っ

た「おはなし モノレ ール」。今 年は９月 18日に開催する ことが できました。

段取りを思い 出しな がらの開催で したが 、久しぶりに 子ども たちの元気い っ

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html
http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html
https://forms.gle/wTrFHBedaw4s3Bus9


ぱいの笑顔に 出会っ て、充実した 一日を 過ごすことが できま した。（Ｔ Ａ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html 

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------ 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  
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